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ニュートン算と賃金
ちんぎん

・利益 

 

ある店では，ビーズの腕輪を１個１００円で売っています。開店時に腕輪の在庫がいつくかあり，開店

後腕輪は一定の割合で売れていきます。また，この店には腕輪を作る職人がいて，腕輪を１個作るごとに

店は職人に６０円を支払います。腕輪がちょうどなくなると，閉店します。職人が１０分で３個の割合で

腕輪を作ると，この日の売り上げから職人に払った賃金を差し引くと，１６６６０円になります。１０分

で５個の割合で腕輪を作ると１８９００円，１０分で８個の割合で腕輪を作ると２６４６０円になります。

以下の問いに答えなさい。消費税は考えません。 

 

（１）職人が１０分に３個の割合で腕輪を作るときより，５個の割合で腕輪を作るときの方が，この日に

売れた腕輪の個数は何個多くなりますか。 

 

（２）職人が１０分に３個の割合で腕輪を作るときと５個の割合で腕輪を作るときの，開店から閉店まで

の時間の差と，職人が１０分に３個の割合で腕輪を作るときと８個の割合で腕輪を作るときの，開店

から閉店までの時間の差を比にすると何対何になりますか。 

 

（３）腕輪は１０分に何個の割合で売れますか。 

 

（４）開店時に腕輪の在庫は何個ありますか。 

 

  

最難関問題 
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ニュートン算と賃金 （１）５６個 （２）８：３５ （３）１２個 （４）１４７個 

 

（１）１０分に３個の割合で腕輪を作るときと５個の割合で作るときでは，売り上げから職人の賃金を引

いた金額に１８９００－１６６６０＝２２４０（円）の差があります。在庫をａ個，３個の割合で腕

輪を作るときに開店から閉店までに職人が作る腕輪をｂ個，３個と５個の割合で腕輪を作るときに開

店から閉店までに職人が作る腕輪の差をｃ個とすると，この日の売り上げと賃金の差は，次のように

まとめることができます。 

 

 

 

 

 

   ｃを求めて，２２４０÷４０＝５６（個）です。 

 

（２）（１）と同様に考えると，５個と７個の割合で腕輪を作るときに開店から閉店までに職人が作る腕

輪の差は，２６４６０－１８９００＝７５６０（円）より，７５６０÷４０＝１８９（個）です。 

 

 

 

 

 

 

腕輪は開店から閉店まで一定の割合で売れ続けるので，３個の割合で腕輪を作る時より５６個多く

売れるときと，５６＋１８９＝２４５（個）多く売れるときに，余計にかかる時間の比は， 

５６：２４５＝８：３５です。 

  

最難関問題 

３個 

５個 

100×ａ 40×ｂ 
 
16660 円 

 
2240 円 

40×ｃ 

３個 

５個 

８個 
7560 円 

 
16660 円 

 
2240 円 

56 個 

189 個 
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（３）１０分で売れる腕輪を□個とすると，１０分で減っていく腕輪の在庫は，下の図のように△＋５個，

△＋３個，△個になります。 

 

 

 

 

 

 

 

   ここで，腕輪の在庫の減り方を差集め算の要領でまとめます。開店から閉店までに１０分間が繰り

返される回数を３個のときに☆回とすると，次のようになります。ただし，☆，⑧，㉗は整数とはか

ぎりません。 

  

   ３個 △＋５  …  △＋５ 

   ５個 △＋３  …  △＋３ △＋３ … △＋３ 

   ８個 △    …  △   △   … △   △    …    △ 

 

３個のときと５個のときを比べると，次のようになります。 

   （△＋５）×☆＝（△＋３）×☆＋（△＋３）×⑧より， 

   △×☆＋５×☆＝△×☆＋３×☆＋△×⑧＋㉔， 

       ２×☆＝△×⑧＋㉔， 

         ☆＝△×④＋⑫ 

また，３個のときと８個のときを比べると，次のようになります。 

   （△＋５）×☆＝△×☆＋△×㉟より， 

   △×☆＋５×☆＝△×☆＋△×㉟， 

       ５×☆＝△×㉟， 

         ☆＝△×⑦ 

   よって，△×⑦＝△×④＋⑫より，△×③＝⑫，△＝４です。 

１０分間に売れる腕輪は，□＝△＋８＝４＋８＝１２（個）です。 

  

最難関問題 

☆回 

３個 

５個 

８個 

 
□個 

 

８個 

 

△個 

△＋３個 

 
△＋５個 

３個 

２個 

⑧回 

㉗回 
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（４）☆＝△×⑦＝４×⑦＝㉘なので，開店から閉店までに繰り返される１０分間の回数の比，つまりは

開店から閉店までの時間の比は，３個ずつのときと５個ずつのときで， 

㉘：（㉘＋⑧）＝２８：３６＝７：９です。時間あたりに一定の割合で腕輪は売れるので，売れた腕

輪の個数の比も７，９，比の差の９－７＝２が，（１）より５６個にあたるので，比の７は 

５６×
７

２
＝１９６（個）です。（３）より１０分間に腕輪は１２個売れるので，１９６÷１２＝

４９

３
（回）

１０分間が繰り返されます。よって，開店から閉店までに職人が作る腕輪の個数は，３×
４９

３
＝４９

（個），開店時の腕輪の在庫は，１９６－４９＝１４７（個）です。 

 

最難関問題 


